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14 (του) την πέφτω� （彼に）とびかかる。つきまとう 

Δεν έχω ιδέα ποιοι μπορεί να του την έπεσαν「誰が奴につきまとったのか、思

いつかない」Σίμος, σ. 117 

15 την πληρώνω� 罪をあがなう、借りを返す�  

Ελπίζω να μην έμπλεξες πουθενά και την πληρώνει το παιδί. Μπέκας, σ. 155 

「お前さんが事件に咬んでて、息子が償うことになる、なんてことのない

ように頼むぜ」 

16 (του) την στήνω（彼を）待ち伏せする  

μήπως κάποιος πρόλαβε να το σφυρίξει στους δημοσιογράφους και μας την έχουν 

στημένη. � Μάρκαρης, σ. 425 

「誰かが先回りして記者たちに吹聴し、私たちは待ち伏せされているので

はないかと」（(του) στήνω καρτέρι / ενέδρα の形もあり）   
 

たった一音節ながらあの手この手で読者を惑わす人称代名詞 την「彼女」。

しかし謎のファム・ファタールを探すよりも、信頼できる辞書に捜索を依頼す

るほうが解決は早そうだ。 

 

 

Κακούρη Αθηνά, <Φόνος στο κοτέτσι>, Ελληνικά εγκλήματα 3, 2009. 
（アシナ・カクリ「鶏小屋の殺人」『ギリシャの犯罪 3』） 

Μάρκαρης Πέτρος, Ληξιπρόθεσμα δάνεια, 2010. 
（ペトロス・マルカリス『期限切れの負債』） 

Μεταξά Ελευθερία, Το χέρι του Θεού, 2021.（エレフセリア・メタクサ『神の手』） 
Μπέκας Βαγγέλης, Ο γιος μας, 2020.（ヴァンゲリス・ベカス『私たちの息子』） 
Μπούρος Λευτέρης, Το χέρι του νεκρού, 2020.（レフテリス・ブロス『死者の手』） 
Ράγκος Γιάννης, <Τανκς στην πύλη>, Κλέφτες και αστυνόμοι, 2013. 

（ヤニス・ランゴス「門前の戦車」『泥棒と警官』） 
Σίμος Δημήτρης, Τα τοξικά μάτια, 2019.（ディミトリス・シモス『毒の眼』） 
Σπυροπούλου Χρύσα, <Ζητείται δολοφόνος>, Κλέφτες και αστυνόμοι, 2013. 

（フリサ・スピロプル「殺し屋求めます」『泥棒と警官』） 
 

 

本稿は日本ギリシア語ギリシア文学会 2022 年度冬期研究発表会（2023 年 3 月

25 日）で発表した内容をまとめ直したものである。 
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エッࢭイ 

 
 

 

古典にぢえる月（ᢎ๓） 

 
ਭ୫� ஒ༺ 

 

 

ḟはᝒ劇詩人です。 

 

(13)-a  Aiskhylos, Agamemnǀn  297-8 

 

Ȁλ� ਫ਼ʌεȡșοȡοῦσα ʌεįȓον ਝσȦʌοῦ, įȓκην  

ĳαιįȡ઼ς ıελȒνης, ʌȡઁς Ȁιșαιȡνος λȑʌας 

クリ� アソポスの川ཎもࡦとᜥに㊴ࡧ㉺えて、 

↷りまさる月さながらに、キࢱイロࣥのᕊにࡴかって、20) 

 

� アイスキュロス（๓ 525? - 456）స『アࣀ࣒࣓࢞ーࣥ』（๓ 458 ᖺ上₇）のな

かで、アࣝࢦス⋤アࣀ࣒࣓࢞ーࣥのድクリュࢱイ࣓ーストࣛーȀλυταιμήστȡα が
、ならࡐ㈇かした、と。なࡕア㌷はついにトロイアー㌷をᡴࢩリࢠ。எしますࠄ

トロイアーのイーデーᒣからⓎした⊋↮
の ࢁ し

のリレーが、5 ⟠ᡤの中⥅点を⤒て、

つい先้、アࣝࢦスにまでᒆいたからだ、というのです。 

� 上グで「㊴ࡧ㉺え」たとㅻࢃれるのは、➨ 4 ␒┠の中⥅点、キࢱイローࣥの

ᕊでかれた⊋↮です。しかし、その⊋↮がᙜึのⅆໃそのままに、何༑キロ

もの㊥㞳を㐍ࡴはずはありまࡏん。その⅖はḟの中⥅点、㒔アࣝࢦスのᮾのᕊ

アࣛクナイࣥ࢜で、はるかなᮾのᆅ点で⊋↮があがるのを┠を─のようにし

てᚅࡅཷࡕているぢᙇりの⪅の┠に、㎞うࡌてㄆめられる一点の⅖にすぎない

でありましょう。それを「↷りまさる月さながらに」とは、ᙇが過ぎましょ

う。ᆅ上のどこにいようとも、人の┠に何のⱞປもなくᒆく「↷りまさる月」
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光と何༑キロもの㐲᪉にあがった⊋↮のかすかな⅖とを、įȓκην「さながらに」

という語で୪ࡧ❧ててよいものでしょうか。疑ၥを⚗ࡌᚓまࡏん。 

 

(13)-b  Aiskhylos, Hepta epi Thēbas (lat. Septem contra Thebas)  387-90 

 

ǹȖ. Ȥει į’ ਫ਼ʌȑȡĳȡον σોμ’ ਥʌ’ ਕσʌȓįος τȩįε, 

  ĳλȑȖονș¶ ਫ਼ʌ¶ ਙστȡοις οȡανઁν τετυȖμȑνον:  

 λαμʌȡ į ʌανıȑληνȠς ਥν μȑσ σάκει� 
 ʌȡȑσȕιστον ਙστȡȦν� νυκτઁς ੑĳșαλμȩς� ʌȡȑʌει� 390 

⪅ そのᴙにはこのような思い上った༳
しるし

をつࡅている。 

 ᕦࡳな⣽ᕤのᫍに㍤く✵
おおࡒら

、その┿中にኪの┠なるᫍの中でも 

 いࡤࡕん㈗い月が満ࡕた㠃
おもて

もⓡⓡと㍤いている。21) 

 

『テーࣂイᨷめのᑗ』（๓ 467 ᖺ上₇）のなかで、⪅が、ᩛᑗのࡦとり

⾑Ẽにはやるテューデウスが、すࡄにでも川をΏってこࡕらにᨷめかかࢁう

としている、とሗ࿌したついでに、彼のᴙの⾲のពに言ཬします。ここでは

すࡄに (1)-b のアキレウスのᴙが思い㉳こされます。アキレウスのᴙには、

ᆅ、ᾏ、太㝧、満ࡕた月が้されていましたが、こࡕらにはᆅとᾏがありま

ん㈗ࡤࡕらの満月には「ᫍの中でもいࡕでしょうか、こࡏࢃん。そのᇙめྜࡏ

い月」との賛㎡が࿊されています。 

 

(14)-a  EuripidƝs, Alkēstis  430-1 

 

ǹį� αλν į μ κατ¶ ਙστυ� μ λȪȡας κτȪʌας 430 

  στȦ ıελȒνας įȫįεκ¶ ਥκʌληȡουμȑνας� 
アࢻ またこれより༑ᗘ、月が満ࡕ⤊えるまでは、 

 ⏫中に➜のࡧࡦきも、❿⍆の⤋
いと

のしらも⪺こえࡠように。22) 

 

� エウリーピデース（๓ 480? - ?406）సの『アࣝࢣーステス』（๓ 438 ᖺ上

₇）のなかで、ࣛ࣌イ ĭεȡαȓ の⋤ア࣓ࢻートス ਡįμητος が㛗⪁たࡕのࢥロスに

ࡌます。ድアࣝࢣーステスのṚをんで、歌⯙㡢᭤を༑ࣨ月㛫、自⢔ࡏ

よというのです。 
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(14)-b    EuripidƝs, Helenē  114 

 

ȉε� ʌολλς ıελȒνας, įȑκα įιελșοȪσας τη� 
テウ ᗄ月

いくつき

を過ࡈしたことか、ᖺでいえࡤ༑ᖺです。 

 

� レネ̿はつとにトロイアーᡓதのཎᅉをつくった⤯世の美ዪとして᭷名で࣊

すが、๓ 412 ᖺ上₇のこのⰪᒃでは、彼ዪはずっとエࣉࢪトにかくまࢃれてい

たことになっています。そこで、はからずも彼ዪのఫࡴ㤋をゼれたテウクロス

ȉεῦκȡος（サ࣑ࣛース⋤テࣛࣔーࣥのᏊ、アイアースの␗ẕᘵ）に、࣊レネー

はたずࡡます、あなたはどれど㛗くトロイアーのᡓᆅにいらっしࡷったので

すか、と。上グはその㏉です。� � �  

 

(14)-c    EuripidƝs, Iǀn  1155-6 

 

Ĭε� κȪκλος į ʌανıȑληνȠς κȩντιȗ¶ ਙνȦ 1155 

   μηνઁς įιȤήȡης� 
ᚑ⪅� 一月

とつきࡦ

を༙ศにศࡅるᮃ
もࡕ

の月㍯が光を上᪉に 

ᨺっていました、 

 

� ーࣥ᪘からศᤕったᡓရをデࣝポイのアポローࣥࢰ࣐ーࣛクレースがア࣊

⚄Ẋにዊ⣡したなかに、ࡈࡳとな⧊り物がありました。その⤮ᶍᵝの一➃とし

てクレウーγ Ȁȡȑουσαʤアテーナイ⋤エレクテウスのፉ）のᚑ⪅が語るのが上

グです。�  

 

(14)-d    EuripidƝs, Ɯlektra  1124-7 

 

Ǿλ� ਵκουσας� οੇμαι� τν ਥμν λοȤευμάτȦνā 
 τοȪτȦν ʌεȡ μοι șῦσον — ο Ȗȡ οੇį¶ ਥȖȫ — 1125 

 įεκάτην ıελȒνην ʌαιįઁς ੪ς νομȓȗεται� 
 τȡȓȕȦν Ȗȡ οκ εμ¶� ਙτοκος οσ¶ ਥν τ ʌάȡος� 

エレ ࢃたしのお⏘のことはお⪺きになったと思いますが、どうか、そ

のことでおᘧをしてくださいな。ࢃたしにはࢃからないんですも

の。生れたᏊの༑ኪのしきたりがあるでしょう。そのしきたりの
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とおりにです。ࢃたしはこれまでᏊ౪を生んだことがなかったの

で、័れていないのです。23) 

 

エーレクトࣛーは、࿘知のように、アࣀ࣒࣓࢞ーࣥとクリュࢱイ࣓ーストࣛ

ーのፉですが、∗⋤がẕとその情人アイࢠストス ǹȖισșος にΓって͠ࡶΗて
͖Δは、໌͵͘にᇩ

Ό あ

ΚせΔΗた͞ͳに͵っています。ͨΦʖϪέφϧ
ʖे͚͠ΖしいՊにࣰをر;ݼせΖ๏ࡨͳして、൶ঃは、ͯい
ってఽ͓͠せて͕࢘をしたͳい͑ӗๅを͖ͯてүֽ͖Εਕをࢊ͕、ࠔ
いたͲす。ࣆは۔ॽ͘௪Εにӣ;、ԾঃたͬにΚΗて、ඨੑՊにࢡを
Ͳす。たͫし、ʰ͕ࣞࢼΖが記ୈ͝ࠄせたέϨϣνϟʖηφϧʖにݡ
をしてʞʱはにす͙ます。ޢݬは șῦσον なͲす͖Δ、ʰ͕ࣞʱに
ʰٚॏをṌってʞʱͳあΖ΄͘Ͳす。ͨʰٚॏʱはԲ಼ͲΠάηφη
にӀͯ͘Ͱいて͠ࡶΗΖ΄͘έϨϣνϟʖηφϧʖࣙਐ͵Ͳすが、ͨΗは
͠て͕͘、͞͞Ͳは įεκάτην σελήνηνʰॉ൬݆ʱにしましΒ͑。Κがࠅ
には、ʰ͕しͬΏʴࣥޜʵᶅڛࢢがਫ਼まΗてॉೖॗい。ʱʤࣛ߁ԕʥͳ
い͑෫सがあΕます͖Δ、͞͞Ͳはʰ͕ॉʱͳい͑͞ͳに͵ΕましΒ͑。 

� �  

(14)-e    EuripidƝs, Alkēstis  448-51 

 

ȋο. Ȉʌάȡτ κυκλς ਖνȓκα Ȁαȡνεȓ- 
      ου ʌεȡινȓσεται ੮ȡα 

   μηνȩς� ਕειȡομȑνας 450 

   ʌαννȪȤου ıελȐνας, 
 祭のᏘ⠇が、ࢁネイアのこࣝ࢝、ではࢱロ スパࣝࢥ

 ᘔってくるおり、� � �  

 ኪをᚭ
とお

し、 

 月ᙳを� さやかにいただき。24) 

�  

るアポロࣥの祭、㏆㑹のࡅにおࢱネイアについて、呉先生は「スパࣝࣝ࢝

ア࣑ュクࣛイで┒ኟのೃ日にࢃたって挙行された。」とὀグしておられます。

私の㒓㔛ᒱ㜧┴の㒆上ඵᖭ
まんࡕょうはࡌࡄ

のᚭኪの┅㋀りが㉳されます。たࡪん、月光のも

とで、でありましょう。 

� �  
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(14)-f    EuripidƝs, Trǀiades  1075-6 

 

ȋο. ĭȡυȖν τε ȗάșεοι ıελ઼- 1075 

     ναȚ συνįȫįεκα ʌλήșει 
ア人ࢠリュࣉロ またࢥ

とࡧ

が⚄๓にᤝࡆまつる、  

 そのᩘは༑వりつ、月ᆺの㣰 25) 

 

上グは『トロイアーのዪたࡕ』（๓ 415 ᖺ上₇）のなかから、ᤕとなった

トロイアーのዪたࡕからᡂるࢥロスの歌の一㒊です。「ࣉリュࢠア人」はトロ

イアー人と同⩏。ここには「⪷なる月」とあるのࡳですが、松平先生は「␗ㄝ

があるが、一ᛂ౪物用のⳫᏊとして解した。」とὀグしておられます。私も

「月」は「月ᆺの㣰」と解します。 

 

ṧるは喜劇詩人、と言ってもアリストパネースࡦとりです。 

 

(15)-a    AristophanƝs, Nephelai  (lat. Nubes) 16-8 

 

Ȉτ.  ਥȖઅ į¶ ਕʌȩλλυμαι
 ὁȡν ਙȖουσαν τν ıελȒνην εੁκάįαςā 

 οੂ Ȗȡ τȩκοι ȤȦȡοῦσιν�  
スト とこࢁがこのおのれは、もうẼがẼではないのだ、 

お月さまが༑
は た ࡕ

を過ぎるのをぢているとな。 

Ꮚが上って᮶るからさ。26) 

 

アリストパネース（๓ 448? - ?380）の『㞼』（๓ 423 ᖺ上₇）のなかから、

ストレࢩࣉアデース Ȉτȡεȥιάįης の台詞です。彼は㤿≬いのᜥᏊのためにⳘな

㔠をかかえており、ਪνη τε κα νȑα (1134)「ᪧと新の日」（ࡦと月の➨ 30 日）

が㏆࡙くのをᡓࠎථࠎとᚅࡕかまえています。ᬉ日຺ᐃをࡤࡡࡏならないから

です。でも、そのཱྀࡪりからすれࡤ τਕȡȤαα κα τȩκοι τȩκȦν (1156)「ඖ㔠とᏊ

のᏊ」の支ᡶいは、とてものことに、おࡰつかないようです。 

 

(15)-b    AristophanƝs, Nephelai   749-56 
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Ȉτ�  Ȗυνακα ĳαȡμακȓį¶ εੁ ʌȡιάμενος Ĭετταλν  

 καșȑλοιμι νȪκτȦȡ τν ıελȒνην, εੇτα į 750 

 ατν καșεȓȡȟαιμ¶ εੁς λοĳεον στȡοȖȖȪλον� 
 ੮σʌεȡ κάτȡοʌτον� κઍτα τηȡοȓην ȤȦν. 

ȈȦ� τȓ įોτα τοῦτ¶ ਗν ੩ĳελήσειȑν σ¶� 
Ȉτ� μηκȑτ¶ ਕνατȑλλοι ıελȒνη μηįαμοῦ,  

 οκ ਗν ਕʌοįοȓην τοઃς τȩκους� 755 

ȈȦ� ὁτι τȓ įή� 
Ȉτ�  ὁτι κατ μોνα τਕȡȖȪȡιον įανεȓȗεται�  

スト� テッサリアの㨱ዪをやとってさ、ኪのうࡕに、お月さんをはずして、

ྲྀってしまうことにしたら、どうだࢁうࡡ。そしてࡕょうど㙾をධ

れるように、お月さんをかࡪとධれのいያに㛢ࡌ㎸めてしまうの

さ。そしてそのᚋは、それをそのままぢᙇっていることにしたら。 

ソー いったいそれが、何のᙺに❧つというのだ。 

スト 何のᙺに❧つだって㸽� もう月がどこも上らないとなれࡤ、ᜥ

をᡶうこともいらないだࢁう。 

ソー ࡩん、それはいったいなࡐだࡡ。どうしてだࡡ。 

スト そりࡷあ、㖹をりるのは月ぎめだからさ。27) 

 

ストレࢩࣉアデースは、ᜥᏊのㄝᚓにኻᩋしたので、自らソークࣛテース

ȈȦκȡάτης の ĳȡοντιστήȡιον (94)「思ᡤ」にධ㛛します。ࢁࡴん、㔠ྲྀりᧁ㏥

ἲを学ࡪためです。その彼が┿っ先に思いくのは、 τς τν ıελȒνην 

καșαιȡοȪσας, τς Ĭετταλȓįας ʤPlatǀnʤ๓ 427? - ?347ʥ、Gorgias 513Aʥ「あの㨱

ἲによって月を引きおࢁすዪたࡕ、つまりテッࢱリアの㨱ዪたࡕ」（ຍ᮶ᙲಇ

訳『ࣛࣉトࣥ� アス』（ᒾἼ文ᗜ、1967）、208ࢠࣝࢦ 頁）を㞠ってᛴሙをし

のࡆないかという「思」でしたが、ᡤ㛗のソークࣛテースにはまともにཷࡅ

Ṇめてもらえまࡏん。ストレࢩࣉアデースの㢌のなかは、とにかく月ᮎさえ᮶

なࡅれࡤいい、の一点ᙇりのようです。 

 

(15)-c    AristophanƝs, Sphēkes  (lat. Vespae)   96 

 

Ȅα. ੮σʌεȡ λιȕανȦτઁν ਥʌιτιșες νȠȣȝηνί. 

クサ� まるで新月の祭に㤶をくときのように。28) 
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� ๓ 422 ᖺに上₇された『⻏』のなかでࣈデリュクレ࢜ーࣥ ǺįελυκλȑȦν（「ク

レ࢜ーࣥ᎘い」のព）のያ㞔クサࣥテアース Ȅανșȓας の台詞です。この 96 行

に㝃された Douglas M. MacDowell のὀ（Aristophanes, Wasps (Oxford, 1971)、p. 

143）を引いておきます。ʻਥʌιτιșες: putting on an altar … νουμηνȓ : This and Akh. 

999 show that the first day of the month was an occasion for religious festivity : … 
Hermes and Hekate in particular were honorred with frankincense at the new moon 

(Porph. Abst. 2.16.)ʼ 同ࡌస⪅の Akharnēs『アࣝ࢝ナイの人ࠎ』（๓ 425 ᖺ上₇）

999 はࢥロス同ኈの台詞です。੮στ¶ ਕλειĳȑσșαι σ¶ ਕʌ¶ ατν κਕμ τας νȠȣȝηνίαȚς.
「かくしてᚚ身もこのࢃしも新月の祭に⭯

あΔ

にࡷいっさいことḞか29「。ࡠ) デ

ポリス࢜イ࢝ ǻικαιȩʌολις が勝手にスパࣝテーとを結んだおかࡆで、⏿からࣈ

。リーࣦが✭できそうだから、というのがその⌮由です࢜、クࢪࢳウ、イࢻ

᭱ᚋの Porphyrios は 3 世⣖のⴭ㏙ᐙですから、๓ 5 世⣖のアテーナイの新月の

祭りでᓫめられた⚄ࠎのことを、どこまでṇしく伝えているのか、᩿言はでき

まࡏんが、ዪ⚄࢝࣊テーに㛵しては、彼ዪはしࡤしࡤ月のዪ⚄と同一どされた

由ですから、እ、┿┦を伝えているのかもしれまࡏん。 

 

(15)-d    AristophanƝs, Ornithēs  (lat. Aves)   494 

 

Ǽυ. εੁς įεκάτην Ȗάȡ ʌοτε ʌαιįαȡȓου κληșες ਫ਼ʌȑʌινον ਥν ਙστει� 
エウ いつかᑠ❺

こࢃっࡥ

の༑日の⚃いにᣍࡤれてࡡ、⏫でࡕょいと一ᮼやったん

だ、30) 

 

『㫽』（๓ 414 ᖺ上₇）のなかの、中ᖺのアテーナイᕷẸエウエࣝピデー

ス Ǽελʌȓįης の台詞です。呉先生のὀ（244 頁）を引いておきます。「ࢠリࢩア

ではᑠඣが生まれて༑日┠に⚃ᐗをし名をつࡅた。」 先にぢた(14)-d に出るの

と同ࡌ行ですが、やはり、このሙྜにも「≛≅⋇をᒕる」ᘧはᇳり行ࢃれ

たのでしょうか。 

 

(15)-e    AristophanƝs, Nephelai    612-4 

 

ȋο� ʌȡτα μν τοῦ μηνઁς εੁς įઽį¶ οκ λαττον ਲ਼ įȡαȤμήν� 
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  ੮στε κα λȑȖειν ਚʌαντας ਥȟιȩντας ਦσʌȑȡας�  

 “μ ʌȡȓૉ, ʌα, įઽį¶� ਥʌειį ĳς Σεληναίης καλȩν�´ 

�ロࢥ まず➨一には、1 月に 1 ࡅの、松᫂代をຓࡅはୗらないだ࣐クࣛࢻ

てあࡆている。だからまた、ㄡでもኤ᪉のእ出には、「月の光がと

てもきれいだから、松᫂を㈙うのはおよし」と言うことになるので

す。31) 

 

上グは㞼の⢭たࡕからᡂるࢥロスの台詞です。彼らはኳ上で月のዪ⚄に出

ったとき、ዪ⚄のアテーナイᕷẸに対する日㡭のᠤを⪺かされたというので

す。その➨一点は、ẖ月㸯ࣛࢻク࣓ー┦ᙜの┈をᤵࡅてやっているのに、そ

れにぢྜうお㏉しがないというຌⓗなッえです。これに対するアテーナイᕷ

Ẹのㄽは、私たࡕは新月の祭りにࡷࡕんとお౪物を上ࡆていますよ、という

ものでありᚓたでしょう。とこࢁで、MacDowell (op. cit. p. 176)によれࡤ

Ȉεληναȓης は grandiloquent の由ですから、たんに「月」では物㊊りないでしょう。

「月のዪ⚄ᵝ」とでもしておきましょうか。 

 

******************************************** 

 

 � ௨上、古代ࢠリࢩア人の月に対するᛂあるいはែᗘをぢてきましたが、こ

こで⥲ᣓめいたことをᑡࠎ。 

� まず、࣓࣍ーロスのⱥ㞝ླྀ詩ですが、物語のなかにኪのሙ㠃がないࡅࢃで

はありまࡏん。たとえࡤ、『イーリアス』➨ 10 ᕳ、ኪの㜌にまぎれてࢠリࢩア

㝕ෆに₯ධしたトロイアー᪉のスパイ、ࢻローࣥがぢつかってẅされる「ࢻロ

ーࣥのẁ」、また、同➨ 24 ᕳᜥᏊ࣊クト̿ࣝのᒈを㈔いཷࡅにアキレウスの㝕

ᒇに㉱く、一ぢ、⫹ᩛな⪁⋤ࣉリアࣔスの行ືを語る「࣊クトーࣝ㉢いの

ẁ」のせ㒊ศは日ἐᚋの出᮶ですが、๓⪅をもྵめて月やᫍࠎの言ཬは

ⓙ↓です。これもまた、「月光がある้にある人物そのを↷らすという情

ᬒは、ⱥ㞝ླྀ詩の伝⤫ⓗレパートリーのእにあった」というぢ解をࡅる

ᮦᩱと言えましょう。 

� ḟのᝒ劇詩人たࡕは㢟ᮦをከくⱥ㞝代の人物に᥇っていますから、ླྀ詩

人と同ᵝ、月やᫍࠎの㛵心はきくはなかったと思ࢃれます。ࡅれども、

(14)-d の「お༑ኪ」とか (14)-f の「月ᙧの౪物用ⳫᏊ」のような語ྃは、ᅗらず

も๓ 5 世⣖の㢼࣭⩦័をし出すに⮳ったものでありましょう。 
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も๓ 5 世⣖の㢼࣭⩦័をし出すに⮳ったものでありましょう。 
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� この点、喜劇詩人は現実に即して自由にものを言えます。アリストパネース

の台詞のかずかずは、月に対するアテーナイ人の心情を率直に伝えていると考

えられます。しかしながら、彼らは何故、新月の祭りを挙行したのでしょうか。

新月の日に月は出ていないのに……そもそも、満月を愛でることはなかったの

でしょうか。これは。名月あるいは仲秋の名月という言葉にあまりに馴れ親し

んだ一日本人の身勝手な疑念に過ぎないのでしょうか。 

� 結局、月光の美しさを語り伝えるのは、抒情詩人にとどめを指しましょう。

とくに、満月を歌ったサッポー (8)-a のなかに出る κάλαν σελάνναν は、文字通り、

「名月」と解してなんら差し支えなさそうです。やはり、古代人のなかにも、

満月を「名月」と賛美する人物がいたのだ、そう考えて私は自らを慰めておき

たいと思います。 

 

 

注�

 

20) 訳文は呉茂一先生のものです。『世界古典文学全集８� アイスキュロス�

ソポクレス』（筑摩書房、1964）、52 頁より引用。 

21) 訳文は高津春繁先生のものです。同上、133 頁より引用。 

22) 訳文は呉先生のものです。『世界古典文学全集９� エウリピデス』（筑摩

書房、1965）、14-5 頁より引用。 

23) 訳文は田中美知太郎先生のものです。同上、307 頁より引用。 

24) 訳文は呉先生のものです。同上、15 頁より引用。 

25) 訳文は松平千秋先生のものです。同上、275 頁より引用。 

26) 訳文は田中先生のものです。『世界古典文学全集 12� アリストパネス』

（筑摩書房、1964）、108 頁より引用。 

27) 同上、208 頁より引用。 

28) 訳文は高津先生のものです。同上、133 頁より引用。 

29) 訳文は村川堅太郎先生のものです。同上、25 頁より引用。ついでながら、

LSJ はʻνουμηνιαστής, οῦ, ὁ, one who celebrates the new moon, Lys. Fr. 53ʼ を記載して
いますが、私は出典にあたっていません。   

30) 訳文は呉先生のものです。同上、216 頁より引用。 

31) 訳文は田中先生のものです。同上、104 頁より引用。 


